
月　謝 （週２回まで） 18,000円

月　謝 （週３回まで） 22,000円

月　謝 （週５回まで） 28,000円

入塾金 （入塾月） 10,000円

年間教材費 （入塾月） 10,000円

テスト費 （実施月） 3,000円

月　謝 （週２回まで） 18,000円

月　謝 （週３回まで） 22,000円

月　謝 （週５回まで） 28,000円

入塾金 （入塾月） 10,000円

年間教材費 （入塾月） 12,000円

テスト費 （実施月） 　 なし

月　謝 （週２回まで） 10,000円

月　謝 （週３回まで） 15,000円

月　謝 （週５回まで） 22,000円

入塾金 （入塾月） 10,000円

年間教材費 （入塾月） 10,000円

テスト費 （実施月） 3,000円

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高い学力」、「高学歴」・「強い忍耐力」、是非とも子どもに身につけさせたいもので

あります。これらを身につけるために学校では教科学習の時間があり、理解度を確

認するためのテストがあります。そのため、試験における高得点や受験での成功

は社会において評価の対象となります。しかし勉強の目的は単に知識を増やし、

得点力を上げることだけではありません。自立して生きていくための必要な要素を

身につけることにあります。勉強することは人間的な成長を意味し、逆にしないこと

は大きなリスクを伴います。学ぶべき時期により多くのことを学び吸収することで、

子どもたちは将来の選択肢を広げ、精神的にも成長していくのです。もしもの時に

支えてくれるは、学生時代に学んだ「知識」、「知恵」、「経験」なのです。 

小学校で学んだ知識は中学校で活用され、さらに高校での学習の基

礎になります。それぞれの段階で習得すべきものを習得せずに進学

すると、後の学習に苦労を伴います。教科学習においては、ひとつ一

つの単元の理解が全体の理解につながります。そのため、分からな

い単元が出てきたら迷わず、その基礎となる前段階に戻って学習す

ることが大切です。たとえ時間はかかっても自分にとって必要な勉強

をし続けていくことが学力の向上につながります。｢暗記だけの学

習｣、｢単元ごとの学習｣から少しずつ視野を広げていき、体系的に学

ぶ習慣を身につけることで、理解を深めていきましょう。 

全国学力テストは一般用のＡタイ

プと受験用のＢタイプがあり選択

できます。得点・全国偏差値・全

国順位が出され、客観的な学力、

自分の位置を確認できます。 

茨城統一テストは、茨城県立入

試を想定した模擬試験です。志望

校判定４校と茨城県内における

自分の偏差値、学習理解度など

が詳細に確認できます。 

 

高校生や社会人になると自主的な学習が要求されます。何でも自分で

目標を設定し、計画して進めていかなくてはなりません。すべて教えて

もらってレールに乗るのではなく、自分で考え、悩み、工夫しながら学習

していく姿勢、習慣付けが大切です。「何か与えられれば勉強する」、

「宿題が出ないと勉強できない」では高い学力を身につけることは到底

できません。指示を受けてから勉強する受け身の学習から、自発的に

学ぶ意識的な学習への移行がより早い段階から求められています。じ

っくり悩み、考え、整理し、反復する、これらの作業こそが、子どもたちの

思考力、学力、精神力を伸ばし、自立させていくのです。 

生徒さんひとり一人の「習熟度」、「学習目標」

に合わせて指導していきます。個別授業では、

生徒さんの希望や目標、課題に応じて異なる

テキストを使用し、要点の説明、問題演習、解

説を繰り返していきます。また授業の中では、

学習指導と合わせて、家庭学習や進路につい

てのアドバイスも行っていきます。 

生徒さんひとり一人の「習熟度」、「学習目標」

に合わせて指導していきます。個別授業では、

生徒さんの希望や目標、課題に応じて異なる

テキストを使用し、要点の説明、問題演習、解

説を繰り返していきます。また授業の中では、

学習指導と合わせて、家庭学習や進路につい

てのアドバイスも行っていきます。 

生徒さんひとり一人の「習熟度」、「学習目標」

に合わせて指導していきます。個別授業では、

生徒さんの希望や目標、課題に応じて異なる

テキストを使用し、要点の説明、問題演習、解

説を繰り返していきます。また授業の中では、

学習指導と合わせて、家庭学習や進路につい

てのアドバイスも行っていきます。 

★学年により異なります。 ★日立一中受験者は別途、

公中検模試を受験できます。 

＊時間帯について 

学習開始時間はご都合に合わせて自由

に設定できます。 

＊学習教科について 
学習教科数に制限はありません。科目を

しぼって学習することもできますし、希望

科目すべてを学習することも可能です。 

学力を確実に身につけるために

は、「規則的な学習習慣」と「豊富

な学習量」が不可欠です。知道館

では、子どもたちにたくさんの勉

強する機会を与え、より多くを学

び自分の可能性を広げていって

欲しいと考えています。★自習室

は、平日の 17：00～22：00 の間

で、いつでも利用が可能です。 

【兄弟姉妹で通塾】 

年少のお子様の受

講料を半額とさせて

いただきます。 

 

【母子・父子家庭】 

受講料を半額とさせ

ていただきます。 

国語は大事、でもなぜ国語が大事なの？と聞かれたら案外、大人でも上手く答えら

れないものです。一方、国語は特別な勉強をする必要はない、と考える人も少なくあ

りません。なぜなら、普段の生活において存在する文章のほとんどは日本語、つま

り国語であると捉えられているからです。国語力とは、語彙力、知識力、論理的思考

力、状況把握力、表現力、情緒力などを意味します。もし国語力が欠けていたら何
を聞かれているのかわからず、試験では誤答を繰り返し、コミュニケーションでは誤

解を生じます。学力を身につけるには、よく読み、よく聞き、よく考える習慣が大切で

す。普段の読書、漢字の読み書き、適切な会話を通して確かな国語力を養っていき

ましょう。英語、算数、その他の科目は、その次のステップなのです。 

ここ数年、県立入試では、問題の傾向や出題形式が目まぐるしく変化しており、従

来通りの対策や決められた問題の反復だけでは対応が難しくなってきています。ま

た入試問題は難易度も高く出題範囲も広いことから、早期からの継続した学習が必

要になります。一方、日立地区の入試倍率を見てみると、依然として低倍率・定員

割れが続いています。この状況下では、試験は難しいが、十分に正解できなくても

合格できるという現象が生まれてきます。受験生にとっては嬉しいことですが、高校

入学後は厳しい現実が待っています。高校の学習レベルは以前と変わらず、大学

受験は全国規模に、相手は首都圏難関高の生徒たちになるのです。この現実を冷

静に受け止め、先を見据えながら学習していくことが大切になってくるでしょう。 

大学入試は全国一斉の試験です。茨城県内での競争とは異なります。全国難関高

（開成、灘など）の生徒や浪人生と競い、少ない枠を争うことになります。水戸一高、

日立一高に進学したからといって大学進学が約束されることはありません。一般に

首都圏難関高と県内の公立高校の学習進度の差は、１年から半年あるとされてい

ます。つまり公立高の生徒は、１年遅れの段階でスタートし、競争に勝たなければな

らないのです。もちろん大学は選ばなければ進学することは可能です。しかし国立

大または難関私大を目指すのであれば、必ず首都圏の生徒たちとの競争になるの
です。したがって、現役で難関大を望むのであれば、「量」・「質」・「意識」・「情報」す

べての面において高いレベルでの取り組みが必要になるのです。 


